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令和８年
　第２回定例会（６月）

今年の稲文字は「まえむき」
上峰小学校５年生児童たちが「稲文字」の田植えに挑戦しました。



議
案
審
議こんな

ことが
決まりました

令和８年　第２回定例会で

　令和８年第２回定例会が令和８年６月５日から12日までの８日間の会期で開催し、17議案を
原案どおり可決しました。
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審
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園芸産地強化・整備
支援事業補助金

婚活イベント企画運
営業務委託料

樹木・竹等破砕業務
委託料

佐賀県東部環境施設
組合負担金

町民センター非常用
発電装置修繕工事

消防団設備整備費補
助金

1,094万2千円1,094万2千円

100万円100万円

155万円155万円

232万5千円232万5千円

360万6千円360万6千円

160万7千円160万7千円
園芸生産８８８億円推進事業費補助金で県の新
規事業として園芸産地強化整備支援事業への
組み替えです。

メタバース婚活イベント企画運営の業務委託
料です。

公共用地等、障害となる樹木等を伐採するた
めの委託料です。

次期リサイクル施設整備事業に係る設計施工
管理業務委託に伴う増額補正です。

消防法に基づく電気設備定期点検の結果、ラ
ジエーターの修繕工事費です。

消防団員活動服等の非常備消防費に対する補
助金です。

令和８年度一般会計補正予算（第１号）

1,082万3千円
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を
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介
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ま
す
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議
案
審
議

　学校現場では、貧困・いじめ・不登校・教職員の長時間労働や未配置など、解決すべき課題が山積して
おり、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間が十分に確保できていな
い。また、現在の学習指導要領は教育課程の時数と内容が過多になっており、子どもや教職員に過大な負
担がかかる「教育課程の過積載」の状態である。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、
学習内容の精選、加配教員の増員や少数職種の配置増など、教職員定数改善が不可欠である。
　給特法等改正を受け、義務標準法が改正され、小学校に続き中学校の学級編制標準は28年度までに３５人
に引き下げられる。今後は、中学校・高等学校での早期実施と、きめ細かい教育活動を進めるために、特
別支援学級の学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が必要である。また、４月から学校の働き方改
革は教育委員会作成の業務量管理・健康確保措置実施計画により進められるが、「３分類」にかかわらず
業務の外部移行・委託を行うための国による自治体への財政措置等が不可欠である。
　一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあるが、自治体間の教育
格差が生じることは大きな問題である。義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の「三位一体改
革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられた。国の施策として定数改善にむけた財源
保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請で
ある。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備は不可欠である。
　こうした観点から、下記事項が実現されるよう強く要請する。 

記

　１．�中学校・高等学校での３５人学級を早急に実施すること。また、さらなる学級編制標準の引き下げ等
少人数学級について検討すること。

　２．�学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職
員定数改善を推進すること。

　３．�子どもたちのゆたかな学びを保障し、「教育課程の過積載」の状態を早期に改善するために、学習指
導要領の内容の精選等を行うこと。

　４．�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度
の負担割合を２分の１に引き上げること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

　令和８年６月12日
� 　佐賀県上峰町議会

内閣総理大臣　　高市　早苗　様
衆議院議長　　　森　　英介　様
参議院議長　　　関口　昌一　様
総務大臣　　　　林　　芳正　様
財務大臣　　　　片山さつき　様
文部科学大臣　　松本　洋平　様

国に対し 意見書を提出
少人数学級・教職員定数の改善、義務教育費

国庫負担制度等に係る意見書
全
員

賛
成
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審
議

令和８年　第２回定例会　議案賛否表
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
蔵
戸　

新

石
橋　

信

江
﨑
文
男

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

吉
富　

隆

寺
﨑
太
彦

大
川
隆
城

第２回定例会

21 専決処分の承認を求めることについて（上峰町税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

22 専決処分の承認を求めることについて（上峰町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

23 上峰町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

24 上峰町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

25 上峰町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

26 上峰町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

27 上峰町行政手続条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

28 令和８年度上峰町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

29 上峰町消防団第４部消防格納庫新築工事の請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

30 上峰町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

31 上峰町固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

32 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

33 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

34 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

35 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

36 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ 退 ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

37 上峰町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

－ 選挙管理委員及び同補充員の選挙 当選 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

－ 少人数学級・教職員定数の改善、義務教育費国庫負担制度等に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ −

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。
　（過半数議決の場合）
○議案第36号について、石橋議員は地方自治法117条の規定により退席となりました。
○大川徹也議員は地方自治法129条の規定により退席となりました。

5



予

算

　令和８年度　　正予算　　補
第２回定例会

歳入
123億

3,020万2千円

歳出
123億

3,020万2千円

町税
1４億7,875万4千円
12.0%

地方交付税
13億8,000万円 
11.2%

国庫支出金
9億6,140万1千円
7.8%

県支出金
5億6,730万5千円
4.6%

繰入金
31億6,307万円 
25.7%

町債
1億1,980万円
1.0%

寄附金
40億42万1千円
32.4%

その他
6億5,945万1千円
5.3%

総務費
74億980万8千円
60.1%

民生費
20億7,181万5千円
16.8%

農林水産業費
4億5,400万9千円
3.7%

土木費
2億6,420万7千円
2.1%

教育費
7億5,292万9千円
6.1%

公債費
2億4,175万円
2.0%

その他
1億4545万8千円
1.1%

消防費
3億310万6千円
2.5%

衛生費
6億8,712万円
5.6%

本会期までの累計

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

一 般 会 計
1,082万３千円増額して、総額123億3,020万2千円となる。

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎財政調整基金繰入金� 1,515万5千円
◎園芸産地強化・整備支援事業費補助金
� 1,094万2千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎園芸産地強化・整備支援事業費補助金
� 1,519万7千円
◎校務支援システム導入業務委託料
� 752万1千円
◎町民センター非常用発電装置修繕工事
� 360万6千円

税の滞納のない証明書 全議員提出
　上峰町議会議員政治倫理条例第６条には「議員は、上峰町から賦課されている税の滞納のな
い証明書を、毎年５月３１日までに議長に提出しなければならない。」と規定しています。
　この規定に基づき、全議員から税の滞納のない証明書が提出されました。

令和８年  第１回定例会（３月）
３月定例会の一般質問では９名の議員が通告し、９名の議員が登壇しました。
通告内容は下記の通りです。
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一
般
質
問

令和８年  第１回定例会（３月）
３月定例会の一般質問では９名の議員が通告し、９名の議員が登壇しました。
通告内容は下記の通りです。

質問順番 質問議員 二次元コード

１ 寺﨑　太彦　議員

通告内容
１.地域振興策について
　１�上峰町のマスコットキャラクター作成の考
えは

　②中心市街地活性化事業の進捗は
２.健康対策について
　①�国民健康保険制度の安定運営と加入者の負
担軽減についてどのように考えているのか

３.教育対策について
　１�中学校の部活動の地域連携・移行はどのよ
うになっているのか

　②放課後児童クラブの現状は
４.防災対策について
　１消防団の消防車の更新計画について

質問順番 質問議員 二次元コード

２ 吉田　豊　議員

通告内容
１.老人福祉
　①�老人（65歳以上）福祉の観点から、老人の

窓口負担の軽減対策はできないか
２.農業振興
　１�竹材粉砕（竹チップ）機の導入について
　　ア）機種
　　イ）稼働計画について
３.土地改良区団体の運営指導
　①�R７年度運営費の上峰町補助金の不交付決

定までの経緯について

　②�R６年度運営費の上峰町補助金の未記載の
顛末について

　③今後（R８以降）の補助金交付の考えは
４.防災対策
　１�内水氾濫の現状は
　２１に対する対策は
　３�六田川制水門の管理基準及び低水位管理の
基準について

質問順番 質問議員 二次元コード

３ 石橋　信　議員

通告内容
１.土砂、水害対策について
　①�第１部旧消防格納庫前道路冠水について
　②大字堤地区ため池の管理について
２.安全・安心な町づくりについて
　１�八藤丘陵周囲の交通安全について

３.地域振興について
　１�高齢化していく農業従事者（農業の将来）
について

　②地区内（里道、水路）環境管理について

通告内容（○印が記事になっております）
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一
般
質
問

質問順番 質問議員 二次元コード

４ 原　直弘　議員

通告内容
１.�デジタル・ディバイドの解消に向け

た取り組みについて
　１�町情報の発信方法について
　２�LINEを利用した情報発信の状況について
　③�スマホ・パソコン教室等の開催について
２.�放課後児童健全育成事業並びに留守

家庭児童健全育成事業について
　①�放課後児童クラブかみみねの利用状況につ

いて

　②�放課後児童クラブかみみねに入所（利用）
ができなかった児童（令和7年度・8年度）
の状況について

　③�放課後児童クラブかみみねに入所（利用）
できない児童（待機児童）への対応策につ
いて

３.乗合タクシーについて
　１乗合タクシーの利用状況について
　②�みやき町に所在する施設（駅、病院、銀行等）
への運行（乗入れ）に対する町の考えは

質問順番 質問議員 二次元コード

５ 江﨑　文男　議員

通告内容
１.�放課後・留守家庭児童健全化育成事

業（学童保育）について
　①�放課後児童クラブの待機児童の解消に向け

て、教育委員会ではどのような対策を講じ
ていく考えであるか

２.�上峰町中心市街地活性化事業について
　１�残る開発エリア内の今後の計画は

　２�外記のため池周辺の公園事業の構想計画を
どう考えているか

３.家電の2027年問題について
　①�省エネ家電の買換えで、一般家庭の電気料
金の負担軽減とCO2削減を推進する考えは
ないか

質問順番 質問議員 二次元コード

６ 吉富　隆　議員

通告内容
１.�町税等の滞納について
　①滞納繰越（R5.R6.R7)の現状について
　②今後の対策について
２.�ふるさと納税関連について
　１今年度納税額の状況について
　２過去におきた偽装問題について

３.中心市街地活性化事業関連について
　①今後の整備計画について
　②体育施設及び文教施設の進捗状況について
４.農業施策関連について
　①今後の農業施策計画について
　２オーガニック農業について
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一
般
質
問

質問順番 質問議員 二次元コード

７ 蔵戸　新　議員

通告内容
１.鎮西山再開発について
　①�事業の進捗状況と今後のスケジュールにつ

いて
　②�鎮西山を今後どう活用するのか（イベント
や行事の開催など）

２.鳥獣被害対策について
　１ガバメントハンターの募集状況は
　②�アライグマ対策について、町に対する相談

や被害状況の推移は

３.オーガニック給食について
　１�食料統合支援センターの稼働状況と今後の
展望について

　②�オーガニック給食の提供状況と児童および
生徒の反応は

　③オーガニック給食の今後の計画は

質問順番 質問議員 二次元コード

８ 鈴木　千春　議員

通告内容
１.物価高騰対策の現状について
　①�先日、物価高騰対策の一環として地域通貨

にポイント付与がなされたが、現在町で計
画されている物価高騰対策の支援内容とそ
のスケジュールは

　２�地域通貨「mineca」について、ポイント
付与後の使用状況は

２.地域通貨事業について
　１�今年度、地域通貨を活用した新たな事業の

概要とそのスケジュールは

　②�地域通貨を活用した事業において、課題の
1つは周知であると感じているが、町民
の方の理解を促進するために実施されてい
る取り組みは

３.�公式アプリについて機能拡張の考えは
　①�上峰町では公式のアプリがあるが、近隣市町

のアプリでは行政手続きや防災、スポーツ観
戦などアプリを通じて様々な課題解決をされ
ているが、当町でも機能拡張の考えは

質問順番 質問議員 二次元コード

９ 大川　徹也　議員

通告内容
１.生活道路舗装について
　①生活道路舗装の目的は
　２生活道路の定義は
　３生活道路舗装の補助対象は
　４舗装工事の申請に必要な書類は
　５舗装工事の決定及び補助対象額の通知は
　６舗装工事の内容は
　７補助金の額の算定方法は
　８補助金の交付申請の方法は
　９�補助金の交付決定から補助金の額の決定及

び交付に至るまでの流れは
　⑩生活道路舗装に関する実績は

２.里道の管理について
　①里道の所有者は
　②里道の管理者は
　③里道の実態については
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一
般
質
問

中
心
市
街
地
事
業
の
進
捗
は

補
助
金
申
請
の
準
備
を
行
っ
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は

定
数
１99
名
ま
で
受
入
可
能

国
保
の
準
統
一
は

負
担
軽
減
を
し
税
率
を
合
わ
せ
る

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

答
生
涯
学
習
課
長

建
築
確
認
申
請
は
、

準
備
が
で
き
次
第
、
速

や
か
に
申
請
を
行
う
。

建
物
は
、
文
教
施
設
と

多
目
的
交
流
施
設
を
そ

れ
ぞ
れ
１
棟
ず
つ
建
つ

よ
う
な
形
で
実
施
設
計

が
終
了
し
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
に
、
今

後
ど
の
よ
う
に
人
だ

ま
り
を
つ
く
っ
て
い
く

の
か
。

答
町
長　
人
を
呼
ぶ
公

共
機
能
、
特
に
学
校

や
図
書
館
、
い
わ
ゆ
る

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
表

現
さ
れ
る
、
場
所
づ
く

り
が
ま
さ
に
必
要
だ
と

い
う
認
識
で
あ
る
。
単

に
建
物
を
建
て
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
人

が
自
然
に
集
ま
り
、
滞

在
し
て
交
流
す
る
よ
う

な
場
所
を
つ
く
る
と
い

う
意
味
で
は
、
ソ
フ
ト

事
業
が
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
重
要

な
の
は
、
町
外
の
方
、

域
外
の
方
々
に
ど
れ
だ

け
多
く
来
て
い
た
だ
く

か
で
あ
る
。

願
い
し
て
い
た
。
間
も

な
く
入
所
が
で
き
る
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
る
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
現
状
は
。

答
教
委
事
務
局
長

令
和
８
年
５
月
１
日

現
在
、
定
員
上
限
で
あ

る
１３５
名
が
入
所
し
て
い

る
。問

令
和
８
年
４
月
に
申

し
込
み
が
１３５
名
以
上

出
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

答
教
委
事
務
局
長

申
請
者
数
は
、１７２
名
。

問
夏
休
み
に
な
れ
ば
希

望
者
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
。

答
教
委
事
務
局
長

小
学
校
の
体
育
館

２
階
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
の
ほ
う
に
増
設

を
す
る
。

答
教
育
長　

今
年
度

は
、
あ
る
学
年
の
定

員
が
多
く
、
希
望
者
が

多
い
こ
と
が
予
想
で
き

た
の
で
、
当
初
予
算
に

定
数
増
を
見
込
ん
で
お

問
国
民
健
康
保
険
制
度

の
安
定
運
営
と
加
入

者
の
負
担
軽
減
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
高
齢
化
や
医
療
費

の
増
加
、
被
保
険
者
数

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

全
国
的
に
財
政
運
営
が

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

佐
賀
県
で
は
、
安
定
し

た
国
民
健
康
保
険
制
度

運
営
を
図
る
た
め
、
令

和
９
年
度
に
は
県
内
保

険
税
率
の
一
本
化
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

問
来
年
度
か
ら
準
統
一

に
な
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

令
和
９
年
度
に
、
県

内
統
一
し
た
税
率
を
示

す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

完
全
統
一
は
令
和
12
年

度
と
し
て
い
る
。
令
和

９
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
に
か
け
加
入
者
へ
の

負
担
軽
減
を
図
り
な
が

ら
税
率
を
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
。

問
令
和
７
年
度
に
実
施

設
計
を
さ
れ
た
の

で
、
今
年
度
の
進
捗
状

況
は
。

答
生
涯
学
習
課
長

文
教
施
設
及
び
多
目

的
交
流
施
設
の
実
施
設

計
業
務
は
、
昨
年
度
末

に
完
了
し
た
。
現
在
は
、

補
助
権
者
へ
の
補
助
金

申
請
の
準
備
を
行
っ
て

い
る
。

問
建
築
確
認
申
請
は
、

既
に
提
出
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
建
物
は
、
１

つ
な
の
か
２
つ
に
な
る

の
か
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

寺﨑　太彦 議員

放課後児童クラブ

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。
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一
般
質
問

吉田　豊 議員

老
人
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
軽
減
は

現
時
点
で
は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
も
の

土
地
改
良
区
の
運
営
指
導
を

十
分
な
指
導
を
行
っ
て
い
る

問
１
億
５
千
万
円
の
う

ち
７
割
は
後
期
高
齢

者
医
療
か
ら
負
担
さ
れ

る
か
ら
残
り
は
４
千
５

百
万
円
。
今
日
の
上
峰

町
を
つ
く
り
上
げ
た
先

人
達
に
、「
上
峰
町
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
い

う
気
持
ち
で
最
期
を
迎

え
る
た
め
に
は
、
老
人

福
祉
が
大
切
だ
と
思
う
。

厳
し
い
財
政
事
情
で
も
、

あ
る
程
度
の
費
用
負
担

は
止
む
を
得
な
い
。
老

人
に
喜
ん
で
も
ら
う
よ

う
な
施
策
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

問
町
内
人
口
１
万
人
目

の
転
入
者
は
、
選
択

理
由
と
し
て
、「
子
育
て

施
策
が
進
ん
で
い
る
。」

か
ら
上
峰
町
に
決
め
た
と

の
こ
と
。
課
長
は
厳
し
い

財
政
事
情
を
上
げ
ら
れ
た

が
、
徐
々
に
回
復
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を

１
割
軽
減
す
れ
ば
い
く
ら

必
要
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

令
和
６
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
費
総
額
が
15

億
円
ほ
ど
、
そ
の
１
割
負

担
と
な
る
と
１
億
５
千
万

円
に
な
る
。

答
健
康
福
祉
課
長

老
人
福
祉
に
関
し
て

は
、
健
康
審
査
、
が
ん

検
診
、
予
防
接
種
な
ど

無
料
で
実
施
中
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
医
療
費
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
窓
口
負
担
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
意
見
も

伺
い
な
が
ら
財
政
事
情

も
鑑
み
検
討
し
て
い
く
。

問
私
は
常
に
、
他
市
町

よ
り
一
歩
前
に
出
た

施
策
を
考
え
る
よ
う
提

言
し
て
い
る
。
玄
海
町

が
既
に
実
施
中
で
あ
り
、

上
峰
町
が
２
番
目
に
な

る
よ
う
に
。

答
健
康
福
祉
課
長

実
施
中
の
市
町
を
参

考
に
勉
強
を
進
め
た
い
。

問
令
和
７
年
度
の
土
地

改
良
区
へ
の
補
助
金

は
な
ぜ
未
交
付
な
の
か
。

答
産
業
課
長　
補
助
金

の
交
付
申
請
が
な

か
っ
た
か
ら
。

問
申
請
が
な
か
っ
た
と

は
、ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
産
業
課
長　
申
請
書

自
体
の
提
出
は
一
度

も
あ
っ
て
い
な
い
。
申

請
書
前
の
報
告
会
を
行

う
よ
う
な
形
で
行
っ
た

経
緯
は
あ
る
。

問
申
請
書
は
出
し
て
な

い
け
ど
報
告
会
と

は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
産
業
課
長　
前
年
度

し
た
事
業
内
容
の
説

明
及
び
当
該
年
度
実
施

し
よ
う
と
す
る
補
助
対

象
事
業
の
説
明
で
あ
る
。

問
補
助
金
交
付
要
綱
が

で
き
た
時
か
ら
土
地

改
良
区
の
区
員
は
、
補

助
金
を
も
ら
う
権
利
が

あ
る
と
私
は
思
っ
て
い

る
。
申
請
書
の
提
出
が

な
か
っ
た
か
ら
交
付
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

も
う
少
し
再
三
に
わ

た
っ
て
土
地
改
良
区
の

指
導
が
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

答
産
業
課
長　
指
導
で

は
な
く
助
言
と
し

て
、「
報
告
会
を
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
こ
と
で
、
何
度
も
土

地
改
良
区
の
ほ
う
に
赴

い
て
、
事
務
局
、
理
事

長
に
も
伝
え
た
。

問
今
後
（
令
和
８
年
度

以
降
）
の
補
助
金
交

付
の
考
え
に
つ
い
て
は
。

答
産
業
課
長　
今
後
も

土
地
改
良
区
か
ら
の

報
告
を
受
け
、
県
の
指

導
も
確
認
し
な
が
ら
、

適
正
な
会
計
処
理
と
説

明
責
任
が
確
保
さ
れ
る

か
を
確
認
し
て
い
く
。

問
８
年
度
以
降
も
適
正

な
申
請
行
為
が
行
わ

れ
れ
ば
交
付
す
る
か
。

答
産
業
課
長　
町
と
し

て
は
補
助
金
を
交
付

す
る
。
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一
般
質
問

問
ど
の
よ
う
な
頻
度
で

打
ち
合
わ
せ
、
会
議

を
進
め
て
い
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
４
月
区

長
例
会
の
後
に
開
催

に
つ
い
て
お
願
い
し
、

５
月
区
長
例
会
後
に
協

議
を
実
施
。

問
現
状
把
握
後
、
要
因

分
析
を
し
、
地
区
の

方
々
と
対
策
立
案
を
立

て
実
施
へ
と
進
め
て
い

く
の
か
。

答
建
設
課
長　
冠
水
の

状
況
に
つ
い
て
共
有

と
意
見
の
交
換
を
行
っ

た
。
次
は
、
町
か
ら
の

大
字
前
牟
田
、
全
区
長
と
検
討

を
重
ね
て
い
る

第
一
部
旧
消
防
格
納
庫
前
道

路
冠
水
に
つ
い
て概

略
の
対
策
案
を
提
示

し
て
そ
れ
に
対
し
意
見

を
い
た
だ
こ
う
と
思
っ

て
い
る
。

問
地
元
区
長
の
方
々
と

話
を
さ
れ
参
考
に

な
っ
た
こ
と
は
。

答
建
設
課
長　
皆
様
か

ら
は
幹
線
水
路
や
水

路
の
堆
積
土
砂
に
つ
い

て
の
意
見
や
、
学
習
等

西
側
広
場
を
活
用
し
た

対
策
に
対
す
る
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
該
当
箇

所
は
、
地
形
や
排
水
の

仕
組
み
が
低
い
場
所
と

認
識
を
持
た
れ
て
い
る
。

「
特
に
こ
の
工
法
を
求
め

る
と
い
う
よ
り
、
冠
水

に
よ
る
不
便
や
危
険
が

少
な
く
な
る
よ
う
対
策

を
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問
五
万
ケ
池
で
の
防
災

訓
練
で
、
消
防
ポ
ン

プ
の
給
水
管
を
池
に
下

し
た
が
危
険
で
あ
り
、

完
全
に
沈
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
ま
た
農
業

用
水
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る
が
取
り
に
く

い
状
態
で
あ
る
。
五
万

ケ
池
は
浚
渫
を
進
め
て

欲
し
い
が
。

答
産
業
課
長　
た
め
池

の
調
査
が
す
べ
て
終

わ
っ
た
。
町
と
し
て
の

方
針
を
決
め
、
地
区
と

今
後
た
め
池
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
話
し
合
い

を
し
、利
活
用
が
決
ま
る
。

問
北
原
の
た
め
池
は
切

通
地
区
農
業
用
水
と

し
て
供
給
さ
れ
る
が
現

在
地
区
農
業
従
事
者
は

１
名
。
１
名
で
の
管
理

は
と
う
て
い
不
可
能
で

あ
る
と
思
う
が
。

町
と
し
て
の
方
針
を
整
理
し
協
議
を
進
め
る

大
字
堤
地
区
た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

答
産
業
課
長　
用
途
廃

止
の
話
を
以
前
受
け

た
。
町
と
し
て
の
方
針

は
ま
だ
決
ま
っ
て
は
い

な
い
が
地
区
の
要
望
も

確
認
し
な
が
ら
今
後
の

方
針
を
決
め
る
。

問
廃
止
要
望
が
上
が
っ

て
い
る
の
は
ど
の
地

区
か
ら
か
。

答
産
業
課
長　
北
原
た

め
池
を
管
理
す
る
切

通
区
長
よ
り
話
を
受
け

て
い
る
。

問
大
字
堤
地
区
に
あ
る

た
め
池
は
区
長
の

方
々
と
ど
う
い
う
用
途

で
残
す
、
活
か
す
等
方

法
を
含
め
詰
め
て
欲
し

い
が
。

答
産
業
課
長　
地
区
に

沿
い
な
が
ら
町
に
も

有
益
な
使
い
方
を
考
え

て
い
く
。

問
集
落
で
区
役
と
し
て

草
刈
り
や
清
掃
活
動

を
さ
れ
て
い
る
が
年
齢

も
高
齢
化
し
参
加
で
き

な
い
方
々
も
見
え
始
め

る
。
昔
な
が
ら
の
里
道

に
手
が
行
き
届
か
な
い

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

使
っ
て
い
な
い
道
で
も

今
の
う
ち
か
ら
環
境
を

整
備
し
、
悪
化
さ
せ
な

い
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長　

防
草

シ
ー
ト
砂
利
敷
等
雑

草
対
策
に
つ
い
て
は
、

多
面
的
交
付
金
の
中
の

一
部
と
し
て
で
き
る
こ

と
が
あ
る
。先
ず
は
個
々

の
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
対
応
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

問
多
面
的
機
能
交
付
金

と
話
が
あ
っ
た
が
体

力
が
な
い
、
組
織
力
低

状
況
を
確
認
し
検
討
し
た
い

地
区
内
（
里
道
・
水
路
）
環
境
管
理
に
つ
い
て

下
等
、
継
続
が
難
し
い

現
状
が
目
の
前
に
来
て

い
る
。
集
落
内
の
環
境

美
化
へ
里
道
・
水
路
を

少
し
ず
つ
行
政
の
ほ
う

で
改
善
を
進
め
て
ほ
し

い
が
。

答
建
設
課
長　
里
道
・

水
路
は
地
域
に
密
着

し
た
施
設
で
、
利
用
の
実

態
に
応
じ
た
地
域
管
理

を
基
本
と
し
つ
つ
必
要
な

箇
所
の
保
全
対
応
を
行

う
。
個
々
の
相
談
等
に
て

把
握
し
た
い
と
思
う
。

問
要
望
書
等
を
地
域
よ

り
上
げ
た
ら
吟
味

し
、
対
応
す
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
個
々
に

利
用
状
況
や
利
用
形

態
が
異
な
る
。
一
律
の

対
応
で
は
な
く
そ
れ
ぞ

れ
に
状
況
を
確
認
し
検

討
し
た
い
。

石橋　信 議員
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般
質
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問
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
の

発
信
は
町
の
情
報
を

速
や
か
に
届
け
る
有
効

な
手
段
で
あ
る
が
、
多

く
の
高
齢
者
が
広
報
紙

や
回
覧
板
な
ど
か
ら
情

報
を
得
て
い
る
と
の
調

査
結
果
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
の
情
報
を
速
や

か
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
高
齢
者
に

と
っ
て
は
大
き
な
不
利

益
で
あ
る
。
こ
の
問
題

に
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
生
涯
学
習
課
長

令
和
６
年
度
に
国

の
利
用
者
向
け
デ
ジ
タ

問
近
年
、
共
働
き
世
帯

の
増
加
や
女
性
の
就

業
率
上
昇
に
よ
り
小
学

生
の
放
課
後
を
支
え
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

需
要
は
年
々
高
ま
っ
て

い
る
が
、
ク
ラ
ブ
を
利

用
で
き
な
い
待
機
児
童

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

本
町
で
も
待
機
児
童
問

題
は
厳
し
い
現
実
と
し

て
直
面
し
て
お
り
、
こ

の
現
状
は
保
護
者
の
働

き
方
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
の
解
消
に
つ
い
て
町

の
考
え
は
。

答
教
育
長　
今
年
は
低

学
年
が
非
常
に
多
く

希
望
し
た
、
全
体
の
希

望
者
が
低
学
年
に
増
え

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

年
度
当
初
か
ら
予
算
を

組
み
定
数
を
増
や
そ
う

と
し
た
。
体
育
館
２
階

ル
活
用
支
援
推
進
事
業

を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
操
作
基
礎
講
座

を
行
っ
た
。
本
年
度
は

シ
ニ
ア
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

犯
罪
被
害
対
策
講
座
を

開
催
予
定
で
あ
る
。

問
こ
の
問
題
の
解
消
と

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
の
開
催
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答
生
涯
学
習
課
長

講
師
や
予
算
面
を
調

整
し
て
、
な
る
べ
く
開

催
で
き
る
よ
う
検
討
し

た
い
。

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の

で
最
大
６４
名
の
定
数
が

増
え
、
１９９
名
（
定
員
１３５

名
＋
６４
名
）
ま
で
は
増

や
せ
る
見
通
し
を
も
っ

て
臨
ん
で
き
た
。

問
来
年
度
入
学
の
新
１

年
生
が
、
今
年
の
水

準
で
利
用
を
希
望
し
た

と
し
て
全
体
利
用
者
が

230
名
程
度
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
受
入

体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
教
育
長　
御
家
族
の

事
情
も
あ
り
本
当
に

希
望
さ
れ
る
か
調
べ
る

の
も
難
し
い
。
今
回
、

199
名
ま
で
可
能
に
な
り
、

余
裕
は
あ
る
。
体
育
館

2
階
の
も
う
１
つ
の
部

屋
や
時
間
帯
に
よ
り
使

用
し
な
い
教
室
の
有
効

活
用
も
あ
る
。

問
新
１
年
生
の
利
用
が

多
い
場
合
は
多
く
の

待
機
児
童
が
出
る
状
況

に
な
る
と
思
う
の
で
、
新

１
年
生
の
利
用
者
を
事

前
に
把
握
す
る
た
め
前

年
に
利
用
意
向
の
調
査

が
で
き
な
い
の
か
。

答
教
育
長　
実
態
を
捉

え
る
と
い
う
こ
と
で

こ
ど
も
園
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
当
然
で
き
る

と
思
う
が
、ど
こ
を
も
っ

て
共
働
き
に
な
る
か
家

庭
の
事
情
を
ど
こ
の
期

限
で
区
切
る
の
か
の
問

題
も
あ
る
の
で
今
後
の

課
題
と
し
て
受
け
止
め

て
お
く
。

要望
利
用
意
向
調
査
を
で

き
る
だ
け
前
倒
し
て

実
施
し
、
来
年
度
は
待

機
児
童
が
出
な
い
よ
う

な
対
応
を
願
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

開
催
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

１９９
名
ま
で
増
員
可
能

さ
ら
な
る
別
室
も
あ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
対
策
は

運
行
体
制
の
影
響
等
を
踏
ま
え

検
討
を
行
う

み
や
き
町
へ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
の
考
え
は

問
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
町

民
の
生
活
を
支
え
る

地
域
の
足
と
し
て
定
着

し
て
お
り
、
高
齢
者
の

外
出
機
会
の
促
進
に
よ

る
健
康
増
進
に
も
寄
与

し
て
い
る
。
利
便
性
向

上
の
施
策
と
し
て
、
み

や
き
町
へ
の
運
行
の
考

え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長

み
や
き
町
へ
の
乗
り

入
れ
に
つ
い
て
は
町
民

の
利
便
性
向
上
の
観
点

か
ら
中
長
期
的
に
検
討

し
て
い
く
べ
き
課
題
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
運
行
体
制
の

影
響
等
を
踏
ま
え
、
整

理
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

原　直弘 議員
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一
般
質
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問
本
町
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
定
員
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
１３５
名
。
こ
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

利
用
で
き
な
い
待
機
児

童
の
現
状
と
そ
の
解
消

に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
教
委
事
務
局
長

令
和
８
年
度
の
待
機

児
童
は
３７
名
。
そ
の
対

応
策
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
体
育
館
２
階
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
増

設
す
る
た
め
の
準
備
を

４
月
か
ら
施
設
整
備
を

本
町
に
即
し
た
効
果
的
な
支
援

策
の
可
能
性
を
研
究
す
る

家
電
の
買
換
え
に
対
す
る
補

助
金
の
考
え
は

１９９
名
ま
で
増
員
可
能

さ
ら
な
る
別
室
も
あ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
の
解
消
は

進
め
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
現
状
の
全
て
の

待
機
児
童
の
受
入
れ
枠

を
確
保
で
き
る
。

問
新
し
い
定
員
１７５
名
の

受
入
れ
は
い
つ
か
ら

か
。答

教
育
長　
今
回
の
場

合
は
、
準
備
が
で
き

た
と
こ
ろ
か
ら
す
ぐ
に

で
も
開
所
し
た
い
。
６

月
中
に
は
待
っ
て
い
る

方
々
へ
案
内
通
知
を
出

し
て
、
意
思
確
認
を
取

る
。
現
時
点
で
は
体
育

館
２
階
を
改
修
し
な
が

ら
準
備
を
進
め
て
お
り

定
員
１９９
名
で
私
た
ち
は

見
込
ん
で
進
め
て
い
る
。

問
令
和
８
年
度
の
希
望

者
が
１７２
名
だ
っ
た
の

で
、
定
員
を
１７５
名
に
さ
れ

た
の
か
。

答
教
育
長　
文
科
省
が

示
す
と
お
り
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
在
り
方
を
考

え
れ
ば
、
転
入
し
た
御

家
族
は
共
働
き
が
多
い
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
鑑

み
、
増
え
る
こ
と
を
想

定
し
な
が
ら
令
和
８
年

度
も
含
め
て
１９９
名
ま
で

増
や
し
て
お
き
た
い
。

問
一
般
照
明
用
の
蛍
光

灯
ラ
ン
プ
が
段
階
的

に
２０２７
年
ま
で
に
製
造
、

輸
出
入
の
廃
止
や
エ
ア

コ
ン
の
新
た
な
省
エ
ネ

基
準
が
２０２７
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
、「
い
わ

ゆ
る
家
電
の
２０２７
問
題
」

に
対
す
る
、
一
般
照
明

の
L
E
D
化
や
新
た
な

省
エ
ネ
基
準
へ
の
家
電

の
買
換
え
で
一
般
家
庭

の
電
気
料
金
の
負
担
軽

減
と
CO2
削
減
を
推
進
す

る
た
め
の
補
助
金
の
考

え
は
。

答
住
民
課
長　
省
エ
ネ

性
能
の
優
れ
た
家
電

へ
の
買
換
え
は
、
一
般

家
庭
に
お
け
る
電
気
料

金
の
負
担
軽
減
に
直
結

す
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
全
体
の
CO2
排
出
量
削

減
に
も
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
は

電
気
料
金
の
高
騰
か
ら

住
民
の
生
活
を
守
る
と

い
う
物
価
高
騰
対
策
の

観
点
は
も
と
よ
り
、
持

続
可
能
な
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
環
境

施
策
と
し
て
も
、
極
め

て
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
混
乱
を
避

け
計
画
的
な
買
換
え
が

進
む
よ
う
国
の
省
エ
ネ

関
連
施
策
に
つ
い
て
広

く
周
知
、
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
、
他
自
治

体
の
取
り
組
み
状
況
や

制
度
の
具
体
的
な
効
果
、

財
政
負
担
な
ど
も
見
極

め
な
が
ら
、
本
町
に
即

し
た
効
果
的
な
支
援
策

の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

放課後児童クラブを増設される上峰小学校体育館

江﨑　文男 議員

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 14



一
般
質
問

吉富　隆 議員

町
税
の
滞
納
に
つ
い
て

縮
減
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
力
す
る

本
町
の
農
業
の
在
り
方
は

担
い
手
の
育
成
を
図
る

生
活
状
況
の
変
化
に
よ

る
も
の
も
多
大
に
あ
る

と
思
わ
れ
、
そ
う
い
う

方
々
に
つ
い
て
は
、
分

納
相
談
・
納
税
相
談
に

応
じ
、
納
付
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問
差
押
え
等
に
つ
い
て

は
現
在
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

答
税
務
課
長　

督
促

状
・
催
告
書
・
財
産

調
査
と
段
階
的
に
進
め

て
い
き
、
最
終
的
に
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に

予
告
通
知
書
を
送
付
し

た
う
え
で
実
施
し
て
い

る
。

て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

要望
是
非
と
も
計
画
を
実

行
し
て
も
ら
い
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
お
け
る
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

現
在
補
助
金
申
請
の
準
備
中

展
開
し
て
い
た
。イ
メ
ー

ジ
図
と
し
っ
か
り
伝
え

議
場
で
も
伝
え
て
き
た
。

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー

ム
の
公
式
試
合
が
で
き

る
ス
ペ
ッ
ク
を
イ
メ
ー

ジ
図
と
し
て
展
開
し
て

い
る
が
、
客
席
数
が
想

定
よ
り
も
１,０００
席
多
い
こ

と
が
必
要
条
件
に
な
っ

た
た
め
衣
替
え
す
る
こ

と
に
し
た
。
イ
メ
ー
ジ

図
と
の
乖か

い

離り

が
あ
る
と

思
う
の
で
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

問
2,０００
人
収
容
の
ア
リ
ー

ナ
方
式
で
造
る
と
い

う
こ
と
で
聞
い
て
い
る

が
現
在
の
状
況
は
。

答
生
涯
学
習
課
長　
　

昨
年
度
末
に
実
施
設

計
が
完
了
し
、
現
在
補

助
金
申
請
の
準
備
を

行
っ
て
い
る
。
整
い
次

第
、
然
る
べ
き
時
期
に

施
設
整
備
に
係
る
予
算

を
議
会
に
諮
ら
せ
て
い

た
だ
く
。

答
町
長　
も
と
も
と
動

画
で
イ
メ
ー
ジ
図
を

問
農
業
施
策
計
画
に
つ

い
て
は
。

答
産
業
課
長　
担
い
手

不
足
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
県
内
の

農
業
従
事
者
は
２０２０
年
度

は
１
万
９
千
人
で
、
２０５０

年
度
に
は
5,０００
人
ま
で
減

少
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
農
業

の
在
り
方
そ
の
も
の
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く

時
期
に
来
て
お
り
、
農

家
の
数
を
維
持
す
る
と

い
う
視
点
で
は
な
く
、

小
人
数
で
も
農
業
を
維

持
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
集

約
・
集
積
化
の
推
進
、

機
械
化
や
省
力
化
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
農
地
を

守
る
体
制
づ
く
り
、
新

規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
な
ど
総
合
的
に
進
め

問
滞
納
金
が
あ
る
こ
と

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
大
き
な
影
響
が
で
て

く
る
。特
に
、町
道
の
状

態
は
他
の
町
に
比
べ
て

も
の
す
ご
く
悪
い
の
は
、

整
備
に
充
て
る
財
源
が

な
い
か
ら
で
は
な
い
の

か
。
税
金
は
法
律
で
納

税
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
お
り
、滞
納
は
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。し

か
し
、諸
般
の
事
情
で
滞

納
せ
ざ
る
を
得
な
い
人

が
お
ら
れ
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な

問
題
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

答
税
務
課
長　
近
年
の

物
価
高
騰
等
に
よ
る

田植えの終わった水田

体育館イメージ

15



一
般
質
問

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
の
現
状
は

町
で
十
分
対
応
で
き
て
い
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
提
供
状
況
は

日
々
、食
材
を
充
実
さ
せ
て
い
る

問
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
に

つ
い
て
、
被
害
状
況

や
町
に
対
す
る
相
談
等

の
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
４
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
駆

除
数
が
増
加
し
て
い
る
。

主
な
要
因
と
し
て
は
、

ス
イ
カ
等
の
夏
野
菜
被

害
、
家
屋
や
敷
地
内
へ

の
侵
入
で
の
駆
除
依
頼

が
さ
れ
て
い
る
。
捕
獲

数
に
つ
い
て
は
、
近
年

は
１００
頭
前
後
で
推
移
し

て
お
り
、
住
民
か
ら
の

特
段
の
苦
情
も
な
く
、

町
に
よ
る
駆
除
で
対
応

で
き
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

問
上
峰
町
の
規
模
で
年

間
１００
頭
前
後
は
、
と

て
も
高
い
捕
獲
圧
が
か

か
っ
て
お
り
、
対
策
が

進
ん
で
い
る
。
他
市
町

答
政
策
課
長　
中
心
市

街
地
活
性
化
事
業
に

お
け
る
エ
リ
ア
開
発
と

の
回
遊
性
を
見
据
え
た

形
で
誘
客
を
図
り
た
い
。

春
季
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
工
事
中
で
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
や
為
朝
ウ
ォ
ー
ク

等
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

予
定
し
て
い
る
。
特
に

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
県
外
か
ら
の
参

加
者
も
多
く
、
定
着
し

た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
誘
客
が

期
待
さ
れ
る
。

問
鎮
西
山
再
開
発
の
進

捗
状
況
は
。

答
政
策
課
長　
彩
り
の

丘
整
備
工
事
、
南
駐

車
場
整
備
工
事
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
広
場
の
３
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
う

ち
南
駐
車
場
整
備
と
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
の
駐

車
場
整
備
は
完
了
し
て

い
る
。
今
後
も
交
付
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
可

能
な
と
こ
ろ
か
ら
着
手

し
環
境
整
備
を
整
え
て

い
く
。

問
鎮
西
山
を
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
な
ど
で
ど
う

活
用
し
て
い
く
の
か
。

問
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

の
提
供
状
況
と
、
児

童
や
生
徒
の
反
応
は
。

答
教
委
事
務
局
長

今
年
度
４
月
か
ら

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を

使
用
し
た
給
食
を
毎
日

提
供
し
て
い
る
。
児
童

及
び
生
徒
か
ら
は
、「
健

康
的
で
う
れ
し
い
」
や

「
味
が
美
味
し
く
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
、
栄
養
士
か
ら
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を

増
や
し
、
栄
養
価
を
高

め
、
子
ど
も
た
ち
が
美

味
し
く
食
べ
ら
れ
る
給

食
を
提
供
し
た
い
と
の

話
を
伺
っ
て
い
る
。

問
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材

は
１
日
１
品
で
あ
る

か
。答

教
委
事
務
局
長　

日
々
食
材
や
納
入
業

者
を
増
や
し
て
い
る
。

１
品
と
は
限
ら
ず
、
納

入
が
可
能
と
な
っ
た
食

材
は
何
品
で
あ
ろ
う
が

入
れ
て
い
る
。

問
今
後
の
計
画
は
。

答
教
委
事
務
局
長

栄
養
士
の
意
見
を
引

用
す
る
が
、オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
食
材
の
生
産
者
や
納

入
業
者
の
拡
大
と
、
地

元
産
有
機
農
産
物
の
生

産
者
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

給
食
だ
よ
り
や
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
事

を
掲
載
し
、
有
機
栽
培
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
て
い
る
。

で
は
ア
ラ
イ
グ
マ
に
関

す
る
苦
情
等
が
多
い
中
、

上
峰
町
は
な
い
。
こ
れ

は
誇
っ
て
も
良
い
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
取
り
組

み
を
情
報
発
信
し
て
ほ

し
い
が
。

答
産
業
課
長　
町
と
し

て
も
、
集
落
支
援
員

に
よ
る
捕
獲
対
策
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

蔵戸 新 議員

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

鎮
西
山
再
開
発
と
整
備
状
況
は

交
付
金
を
活
用
し
整
え
て
い
く
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一
般
質
問

問
現
在
町
で
計
画
さ
れ

て
い
る
物
価
高
騰
対

策
の
支
援
内
容
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
産
業
課
長　
農
業
者

に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
は
、
前
回
同
様
に

再
生
協
議
会
に
よ
る
支

給
を
検
討
し
て
お
り
、

再
生
協
議
会
の
承
認
を

得
た
上
で
事
業
を
進
め

て
い
く
計
画
。
ま
た
、

事
業
者
支
援
と
し
て
実

施
予
定
の
販
売
促
進
事

業
に
つ
い
て
は
、米
の
引

換
え
が
６
月
に
終
了
予

定
で
あ
る
た
め
、
そ
の

後
に
実
施
す
る
予
定
。

子
育
て
世
代
へ
米
引
換
え
の
期
限
は

令
和
８
年
６
月
の
土
日
に
引
換
え
を

地
域
通
貨
の
仕
様
に
つ
い
て

使
用
期
限
が
短
い
も
の
か
ら
消
費

公
式
ア
プ
リ
の
機
能
拡
張
は

拡
張
性
は
高
い
も
の
と
考
え
る

答
健
康
福
祉
課
長　

医
療
機
関
物
価
高
騰

対
応
支
援
金
に
つ
い
て

は
、
３
月
の
議
決
後
、

す
ぐ
に
申
請
を
町
内
の

各
医
療
機
関
に
い
た
だ

き
、
４
月
中
に
助
成
を

終
え
て
い
る
。

答
住
民
課
長　
令
和
８

年
３
月
３１
日
時
点
で

本
町
に
住
所
を
有
す
る

１８
歳
以
下
の
高
校
生
年

代
ま
で
の
お
子
様
を
対

象
に
、「
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｃ
ａ
」

カ
ー
ド
へ
お
米
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
５
月
２７
日
に
対

象
者
及
び
そ
の
保
護
者

宛
て
に
通
知
を
発
送
し
、

「
道
の
駅
か
み
み
ね
」
に

お
い
て
、
６
月
６
日
、

７
日
、
１３
日
、
１４
日
、

２０
日
、
２１
日
、
２７
日
、

２８
日
の
計
８
日
間
の
予

定
で
お
米
ポ
イ
ン
ト
と

米
５
㎏
の
引
換
え
を
実

施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

な
い
が
、
１
人
当
た
り

２
万
円
の
現
金
を
対
象

者
１,８４７
名
に
対
し
て
既
に

給
付
を
行
っ
た
。

問
お
米
の
引
換
え
に
つ

い
て
使
用
期
限
は
あ

る
か
。
も
し
右
記
の
８

日
間
に
伺
う
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
ど
う
い
う

対
応
に
な
る
の
か
。

答
住
民
課
長　
引
換
業

務
に
つ
い
て
は
円
滑

な
配
付
及
び
安
全
な
会

場
運
営
を
図
る
た
め
、

週
末
を
中
心
に
、
計
８

日
間
の
日
程
を
設
定
し

た
と
こ
ろ
。
使
用
期
限

と
し
て
は
、
念
の
た
め

７
月
中
旬
ま
で
と
い
う

期
限
は
設
け
て
は
い
る

が
、
住
民
の
皆
様
に
は

こ
の
８
日
間
で
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
り
引
換

実
施
日
の
来
場
が
困
難

な
方
に
つ
い
て
は
、
個

別
に
相
談
を
受
け
付
け

る
な
ど
、
内
部
で
協
議

の
上
、
可
能
な
限
り
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
地
域
通
貨
の
仕
様
に

つ
い
て
、
例
え
ば
、

物
価
高
騰
対
策
支
援
と

し
て
、
１
万
ポ
イ
ン
ト

（
使
用
期
限
が
令
和
９
年

１
月
３１
日
） 

付
与
さ
れ
、

そ
の
後
に
健
康
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
で
、
１,４００
ポ
イ

ン
ト
（
使
用
期
限
が
令

和
８
年
１２
月
３１
日
）
が

付
与
さ
れ
た
と
す
る
。

こ
の
状
況
で
、
道
の
駅

で
１,０００
ポ
イ
ン
ト
の
み
使

用
し
た
場
合
、
期
限
で

あ
る
令
和
８
年
１２
月
３１

問
近
隣
市
町
で
は
、
ア

プ
リ
を
通
し
て
様
々

な
課
題
解
決
を
さ
れ
て

い
る
が
、
当
町
で
も
機

能
拡
張
の
考
え
は
。

答
政
策
課
長　
検
討
し

た
経
緯
は
あ
る
が
、

日
を
迎
え
た
ら
、
失
効

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど

う
な
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
使
用
期

限
が
短
い
も
の
か
ら

ポ
イ
ン
ト
が
消
費
さ
れ

て
い
く
。な
の
で
、今
回
、

１
万
円
分
が
令
和
９
年

１
月
３１
日
で
、
健
康
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
ほ
う

が
令
和
８
年
の
１２
月
３１

日
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

先
に
健
康
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
ほ
う
か
ら
消

費
さ
れ
る
。

既
存
運
用
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ

リ
に
お
い
て
も
行
政
手
続

き
や
防
災
情
報
の
発
信

は
可
能
で
あ
り
、
時
間
外

窓
口
の
予
約
や
広
報
紙

の
閲
覧
な
ど
拡
張
性
は

高
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

鈴木　千春 議員

米引換えの様子
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問
生
活
道
路
舗
装
の
目

的
は
。

答
建
設
課
長　

町
道
と

し
て
認
定
で
き
な
い

道
路
の
安
全
性
や
快
適
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
な
ど

が
舗
装
の
目
的
で
あ
る
。

問
従
来
の
道
路
舗
装
規

則
で
は
、
工
事
金
額

の
１５
～
２５
％
は
そ
こ
の
地

区
の
方
々
の
自
己
負
担
で

あ
っ
た
が
、
令
和
６
年
９

月
２５
日
に
改
定
さ
れ
た
道

路
舗
装
規
則
に
お
い
て「
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
に
お
い

て
通
学
路
の
指
定
を
受
け

て
い
れ
ば
１００
％
補
助
」
と

な
っ
た
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
は
、
小
学
校
、
中
学
校

か
ら
半
径
５００
ｍ
以
内
。
し

か
し
、
上
峰
町
は
南
北
に

約
１２
㎞
あ
る
。
子
ど
も
た

持
続
可
能
な
里
道
の
管
理
体
制
構
築
を

一
律
の
制
度
化
は
困
難
。
地
域
実
情
に
応
じ
対
応

大川　徹也 議員

ち
の
中
に
は
砂
利
道
を

通
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る

や
も
し
れ
な
い
。
今
後
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
限
ら
ず
、

通
学
路
の
指
定
を
受
け
て

い
る
生
活
道
路
で
あ
る
な

ら
ば
１００
％
補
助
の
対
応
を

し
て
も
ら
い
た
い
し
、
取

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長　

何
度
も
申
す

が
印
象
操
作
は
や
め

て
ほ
し
い
。
町
道
は
道
路

法
・
上
峰
町
道
路
規
則
、

上
峰
町
生
活
道
路
舗
装
規

則
に
よ
る
生
活
道
路
が
あ

り
異
な
る
も
の
。
上
峰
町

で
も
要
綱
改
正
に
よ
っ
て
、

今
回
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を

対
象
と
し
た
の
は
ど
う
い

う
流
れ
か
と
い
う
と
、
令

和
３
年
の
千
葉
県
の
下
校

中
事
故
が
あ
り
、
こ
の
事

故
を
受
け
て
新
し
い
国
の

制
度
と
し
て
官
僚
、
関
係

閣
僚
会
議
が
行
わ
れ
、
通

学
路
等
に
お
け
る
交
通
安

全
の
確
保
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
に
係
る
緊
急
対
策
に

基
づ
く
通
学
路
合
同
点
検

が
実
施
さ
れ
た
。
通
学
路

に
つ
い
て
は
点
検
を
全
国

の
自
治
体
で
行
い
な
が
ら
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
特
別
枠
を
国
が
設
け
、

優
先
的
に
予
算
付
け
が
さ

れ
、
国
は
通
学
路
を
重
視

す
る
考
え
方
を
法
体
系
の

な
か
に
持
ち
込
ん
だ
。
本

町
に
お
い
て
も
生
活
道
路

の
中
に
通
学
路
と
い
う
要

素
を
盛
り
込
ん
で
、
既
に

２
件
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内

の
通
学
路
、
特
に
児
童
生

徒
が
通
学
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
町
道
と
同
様
に

１００
％
舗
装
し
、
優
先
度
を

高
く
し
て
い
く
立
法
事
実

が
あ
る
た
め
、
要
望
に
政

策
誘
導
し
た
こ
と
は
な
い
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
、
学
校

周
辺
の
危
険
度
を
、
優
先

度
を
高
く
減
ら
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
は
、
政
策
的

に
合
理
的
な
国
の
判
断
で

あ
り
、
当
町
も
そ
の
よ
う

に
解
し
な
が
ら
道
路
行
政

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問
里
道
の
所
有
者
は
。

答
建
設
課
長　
市
町
村

で
あ
る
。

問
里
道
の
管
理
者
は
。

答
建
設
課
長　
里
道
は

道
路
法
の
適
用
を
受

け
な
い
法
定
外
公
共
物
。

自
治
体
が
直
接
管
理
、供

用
す
る
道
路
で
は
な
い
。

通
行
路
と
し
て
の
役
目

が
あ
り
、多
く
の
里
道
が

町
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
里
道
の
管
理
は
境

界
確
認
、
用
途
廃
止
等

の
財
産
管
理
を
町
が

行
っ
て
い
る
。
草
刈
り

や
清
掃
等
の
機
能
管
理

は
利
用
す
る
地
域
の
方

や
利
用
さ
れ
て
い
る
方

に
お
願
い
し
て
い
る
。

問
こ
の
よ
う
な
事
例
が

あ
る
。そ
の
里
道
を

日
常
的
に
利
用
し
て
い

な
い
、
自
身
も
高
齢
と

な
っ
た
周
辺
住
民
が
、草

刈
り
機
の
燃
料
代
や
除

草
費
用
を
自
費
で
負
担

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除

草
作
業
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
高
齢
住
民
は
自
ら

の
利
便
性
の
た
め
に

刈
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、そ
こ
を
通
る
子
ど
も

た
ち
の
安
全
の
た
め
に

身
銭
を
切
り
、体
力
を

削
っ
て
町
の
財
産
を
死

守
し
て
い
る
。こ
れ
は
も

は
や
共
助
の
美
名
を
借

り
た
個
人
の
善
意
の
搾

取
で
あ
り
、行
政
が
果
た

す
べ
き
公
共
空
間
の
安

全
確
保
と
い
う
責
任
の

丸
投
げ
に
他
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
町
が
協
力
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
存
じ
て
い
る
。そ
こ
で

伺
う
が
、こ
の
よ
う
な
地

区
住
民
を
支
援
す
る
た

め
の
里
道
管
理
の
施
策

と
し
て
明
文
化
し
て
い

る
も
の
が
何
か
あ
る
か
。

答
建
設
課
長　
一
律
の

制
度
を
定
め
て
い
る

も
の
は
な
く
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
対
応
を

基
本
と
し
て
い
る
。

問
高
齢
化
す
る
町
で
、

今
ま
で
の
よ
う
な
地

区
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
に
頼
る
や
り
方

は
限
界
が
近
づ
い
て
い

る
と
思
う
。
持
続
可
能

な
里
道
管
理
の
体
制
構

築
に
向
け
て
是
非
案
を

練
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
建
設
課
長　
個
別
に

対
応
で
き
る
と
こ
ろ

は
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
一
律
の
制
度
と
し

て
立
案
は
難
し
い
感
じ

も
す
る
。
ど
れ
く
ら
い

の
経
費
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
も
制
度
と
し
て

立
案
す
る
に
は
必
要
と

思
う
。
現
状
、
地
区
か

ら
多
く
の
要
望
・
意
見

は
寄
せ
ら
れ
て
な
い
が
、

今
後
と
も
対
処
す
べ
き

と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
く

ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
む
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
危
険
度
を

減
ら
す
の
は
国
の
判
断
で
あ
る

全
て
の
通
学
路
に
は
１００
％
補
助
を
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議
会
活
動

愛
媛
県
内う
ち
子こ

町

　

去
る
５
月
２１
日
、
愛

媛
県
内
子
町
よ
り
、
一

般
質
問
の
活
性
化
と
議

会
広
報
の
充
実
に
関
す

る
視
察
研
修
の
た
め
、

広
報
常
任
委
員
会
の
一

行
が
、
委
員
長
を
始
め

と
す
る
総
勢
８
名
で
研

修
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

一
行
の
皆
さ
ん
は
、
一

般
質
問
の
状
況
や
広
報

紙
面
の
内
容
等
に
つ
い

て
多
数
の
質
問
を
さ
れ
、

「
有
意
義
な
研
修
が
出
来

た
」
と
喜
ば
れ
、
上
峰

町
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

町
外
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
報
告�

�

広
報
編
集
委
員
長　
鈴
木
千
春

上
峰
小
学
校
の

児
童
が
傍
聴
に

来
ら
れ
ま
し
た

　

令
和
８
年
６
月
10
日

議
案
審
議
に
、
上
峰
小

学
校
６
年
生
の
児
童
が

傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。
議

場
に
入
る
際
は
緊
張
し

て
い
た
様
子
で
し
た
が
、

議
案
審
議
の
最
中
は
真

剣
な
表
情
で
し
た
。

　

今
回
の
傍
聴
を
通
じ

て
議
会
や
政
治
に
興
味

を
持
ち
、
よ
り
身
近
に

な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
と
も
ま
た
の
傍

聴
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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　野球部は２年生13人、１年生２人の計15人
で活動しています。夏までは単独チームでした
が、これからは合同チームで活動します。トッ
プチーム、ミドルチームに分かれてそれぞれの
目標に向かって一生懸命取り組みます。
　合同チームになりますが、放課後の練習は上
峰で行います。持ち前の元気のよさや仲間を思
いやる気持ちを十分に発揮し、部活動だけでな
く学校生活でもリーダー的存在になれるよう頑
張っていきます。

　上峰中学校女子バレーボール部は、３年生６
人、２年生２人、１年生２人の計１０人で活動
しています。１月、４月の大会では地区予選を
突破し、県大会へ出場しました。日々部活動で
は、個人の課題を改善できるよう練習に励んで
います。私たちの目標は、中体連で地区予選を
突破し、県大会でベスト８まで勝ち進むことで
す。そのために、１日１日の練習を大切にし、
体調管理を徹底しながら、チーム全体で目標に
向かって頑張っていきます。

上
峰
議
会
だ
よ
り
　
218号

　
令
和
８
年
７
月
24日

発
行

■
発
行
／
佐
賀
県
上
峰
町
議
会
　住
所
／
上
峰
町
大
字
坊
所
383番

地
１

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
鈴
木　
千
春

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
江
﨑　
文
男

�

委
員　
　
　
石
橋　
　
信

�

委
員　
　
　
蔵
戸　
　
新

■
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
☎
0952−

52−
2184

■
上
峰
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
上
峰
町

検
　
索
➡➡

新しい発見！

団体
の紹介 「上峰中学校 部活動紹介」

「野 球 部」

「女子バレーボール部」

　
今
年
も
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
町
内
の
景
色
も
移
り
変
わ
り
水
田
に
は
黄
金
に
か
が
や
い
て
い
た

麦
一
色
か
ら
、
田
植
え
を
さ
れ
た
苗
が
す
く
す
く
と
伸
び
は
じ
め
て

い
ま
す
。こ
こ
数
年
四
季（
春
夏
秋
冬
）を
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
暑
さ
は
10
月
～
11
月
初
旬
ま
で

感
じ
、
秋
の
気
配
を
感
じ
た
と
思
え
ば
寒
い
冬
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
冬
が
過
ぎ
春
の
穏
や
か
さ
を
感
じ
始
め
た
ら
気
温
も
上
が
り
夏

が
や
っ
て
き
ま
す
。（
私
た
ち
が
小
さ
い
頃
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
が

は
っ
き
り
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
）

　
地
球
環
境
の
変
化
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
気
温
上
昇
が
続
い
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
梅
雨
は
長
雨
が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
暑

い
夏
が
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
年
熱
中
症
に
よ
り
体
調
を
く
ず
さ
れ
救
急

搬
送
さ
れ
る
方
々
が
多
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
室
内
外
と
わ
ず
水
分
ま
た
塩
分
も
補
給
し
、
し
っ
か
り
睡
眠
を
と

ら
れ
健
康
管
理
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
石
橋
）

あ
と
が
き

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会
を傍聴していただき、ありが
とうございます。
　次回の定例会の会期は、９
月４日（金）から９月１7日
（木）までを予定しています。
　一般質問は９月７日（月）
及び８日（火）の予定です。

行事への参加� ４月～６月

４月１０日　上峰小学校入学式
　　　　　上峰中学校入学式
４月１９日　消防団入退団式
５月２５日　�上峰町ボランティアの

集い
５月３１日　�目達原駐屯地創立72

周年記念行事
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